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大船渡市及び陸前高田市で発生した山林火事で被害のあった方々におかれましては、
心からお見舞い申しあげますと共に、一日も早い復旧をお祈りいたします。

今回の山林火災の影響による労使からの相談に対応するため、大船渡労働基準監督署
、大船渡公共職業安定所、岩手労働局及び県内全ての労働基準監督署・公共職業安定所
に「特別労働相談窓口」を開設しております。労働保険の申告手続きや、賃金支払い、
各種届出など、山林火災の影響でお困りのことがございましたら、お気軽にお問い合わ
せください。

岩手労働局HP
「令和7年岩手県大

船渡市における大
規模火災」関連情報

令和7年に発生した大船渡市における大規模な山林火災に対し
、心からお見舞い申し上げますとともに、皆様方の一日も早い、
復興を心よりお祈り申し上げます。また、消火活動や被災者支援
のため取り組みを行われている事業者様や関係各所の皆様におか
れましては、日夜のご尽力に心から敬意を表します。
さて、岩手労働局におきましては、本件大規模火災に伴う「特

別相談窓口」を、令和7年3月7日付け、管下の労働基準監督署・
ハローワーク（公共職業安定所）、岩手労働局（雇用環境・均等
室）に開設しました。また、本件大規模火災に関連する労働基準
法、労働契約法及び雇用保険法等の主な面の相談内容と回答を取
りまとめたリーフレットを作成いたしました。
詳しくは、右のQRコードからご確認ください。

経済産業省では、今回の大船渡市における大規模火災に関して、岩手県
大船渡市に災害救助法が適用されたことから、被災中小企業・小規模事業
者に対する特別相談窓口を設置しています。中小企業・小規模事業者の支
援措置等についての相談は当該相談窓口をご確認ください。
詳しくは、右のQRコード（経済産業省HP）からご確認ください。

今回の災害で大船渡市内において、住宅が全壊した世帯、大規模半壊し
た世帯及び中規模半壊した世帯等については、申請により被災者生活再建
支援制度が適用され、住宅の再建方法等に応じて、被災者生活再建支援金
が公益財団法人都道府県センターから支給されることとなります。
当該制度の概要については、右のQRコード（内閣府HP）をご確認くだ

さい。

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/3/37/Flag_of_safety_and_health.svg


令和6年度 厚生労働省委託
伐木等作業安全対策推進事業
「チェーンソーを用いた伐木作業
安全マニュアル」
株式会社森林環境リアライズHP

環境省
「建築物の解体等に係る」石
綿ばく露防止及び石綿飛散漏
えい防止対策徹底マニュアル

今後、大規模火災により被災した家屋等の解体工事や復旧・復興工事が行われる
こととなるかと思いますが、当該工事において、労働災害の発生を防止するため、
安全衛生対策の徹底をお願いいたします。

厚生労働省
安全衛生関係リーフレット等
一覧
参考
リーフレット「がれきの処理に
おける留意事項」
木造家屋等低層住宅建築工事墜
落防止標準マニュアル
リーフレット「建設業の労働災
害が増加中！STOP労働災害」
リーフレット「手すり先行工法
の足場を使用しましょう」
リーフレット「はしごや脚立か
らの墜落・転落災害をなくしま
しょう！
その他安全衛生関係リーフレ

ットが掲載されておりますので
、ご確認ください。

火災により、全壊ないし半壊した家屋等の解体工事が行
われるものと思われますが、解体工事を行う前には、建材
の石綿含有の有無を調査する必要があります。なお、解体
工事の対象が延床面積80㎡以上、請負金額が税込100万円
以上の改修工事等については、石綿事前調査システムによ
り監督署への報告が必要です。
事前調査等の結果、建材に石綿が含まれていることを把

握した場合は、石綿ばく露防止対策の徹底（防じんマスク
、散水等の湿潤化を行う等）をお願いいたします。

解体工事及び復旧・復興工事において、車両系建設機械
や移動式クレーンを使用することとなるかと思いますが、
当該機械の転倒・転落の防止、労働者との接触の防止等の
対策の徹底をお願いいたします。また、車両系建設機械や
移動式クレーンを使用するにあたっては、作業計画を定め
、定めた内容について労働者に周知しましょう。

高所での作業も復旧・復興工事においては、少なくない
と思料されます。足場の設置、高さに応じた墜落制止用器
具の使用、はしごや脚立を使用する場合の安全対策等、墜
落・転落防止の基本動作の徹底をお願いいたします。

火災により焼損した建築物は、脆くなっていると思われ
、建築物の一部が飛来・落下することにより、労働者に危
険を及ぼす可能性があります。保護帽の着用の徹底はもと
より、可能な限り、防護ネットを設置する等、飛来・落下
の対策の徹底をお願いいたします。

山林火災の影響のあった森林において、今後、伐倒作業
等が行われるものと思いますが、伐倒作業では、チェーン
ソー作業中に災害が多く発生しています。火災の影響で、
樹木や枝が脆くなっていると思料されることから、普段よ
りも一層の安全対策の徹底をお願いいたします。
※右のQRコードを読み取ることで取得するURLは、株式会社森林
環境リアライズが運営する外部サイトにアクセスします。（2025
年3月時点のURLです。）


